


















｢誦｣ には暗唱と異なり, ｢声に出して読む｣ ｢よ
くわかるように説明する｣ という意味がある (中
澤, 2004)｡ 本論で使用する ｢あんしょう｣ の意
味としては ｢暗誦｣ の漢字の方が適切である｡ し
かしながら, 文部科学省による平成 23 (2011)
年度から完全実施されている小学校国語の学習指
導要領においては ｢暗唱｣ の漢字が使われている｡




















すること｣ と定義している｡ もともとの ｢暗誦｣
の意味で ｢暗唱｣ という漢字を使っている｡ ただ
し, 文部科学省の定義では, 内容の理解に重心を
おいた中澤 (2004) の定義よりも, 情緒的な理解
に焦点を当てている｡
また, 学術文献や一般雑誌の検索用語としては
｢暗誦｣ よりも ｢暗唱｣ を使用した方がヒット率
が高い｡ 国立情報学研究所論文情報ナビゲータ
CiNiiを使い, ｢暗唱｣ を検索語として論文検索
をすると, 73件の論文が 2011年 5月現在で検索
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と, つまり暗写も求められていた (中澤, 2004)｡
明治に入り, 西洋の教授法が輸入され, むやみ
に暗記する方法に対する批判が起こった｡ 明治
12 (1879) 年に ｢自由教育令｣ が布告される直前
の明治 8 (1875) 年頃から明治 10 (1877) 年と,
明治 13 (1880) 年に ｢改正教育令｣ 布告直前の
明治 14 (1881) から 15 (1882) 年に大きな暗唱
批判の波があった (松野, 1985)｡
明治 8 (1875) 年頃から 10 (1877) 年までの第
1期の暗唱指導批判では, 暗唱の内容が高邁で実
生活にあわないことが批判された｡ それに呼応し,
具体的なもの (庶物) を通して, 自発的に探求,
理解させようとする直観主義の教育思想が流布し













下の通りになる｡ 明治 5 (1872) 年には ｢単語読
方｣ として 1週 6時間暗唱指導が行われた (小金
澤, 2004)｡ 教師は単語を書き, 声に出してそれ




明治 14 (1881) 年に ｢読書｣ という科が作られ









(1989) 年まで, 高校の古典や漢文では, 暗唱に
ついて指導要領に記載されていない｡ 平成 14
(2002) 年になって, ｢生きる力｣ の中の ｢伝える
力｣ を育てる方法として暗唱が再び注目された｡





































































構え (set) に関する心理学研究は, 1960年代
グルジア学派により構えの実験心理学的実験して
行われた (田中, 1985)｡ ウズナッゼ (1961) は,
固定構え法と呼ばれる次のような一連の手続きを
用い, ものの大きさや重さに関する錯覚の生起に




手にのせ, これを 10～15回反復する｡ ここで,
左手の大きいボールは小さく知覚されるという構















































































































































































































文論文で ｢構え｣ と ｢学習｣ で AND検索し, そ
の中で実証的なデータを示している研究だけを抽




























CiNii のデータベースにおいて, ｢暗唱｣ ＆
｢学習方略｣ は 0件, ｢暗唱｣ ＆ ｢方略｣ は 1件
(長南・井上, 1998), ｢暗唱｣ & ｢学習法｣ は 2
件 (村上, 1983, 1981) が実証的なデータを示し
ている研究として抽出された｡ 一方, ｢暗記｣ ＆
｢学習方略｣ では 4件 (市原・新井, 2006；村山,
2006, 2005；進藤, 2002) が抽出された (表 3)｡
それぞれの暗唱や暗記の定義を確認すると, こ
の論文で使用されている暗唱の定義にあてはまる
研究は村上 (1983, 1981) のみである｡ 一方, 長
南・井上 (1998) は暗唱方略としているが, その
内容は黙読であり, 本論文の暗唱にあたらない｡
他の研究では, 機械的な暗記方略 (進藤, 2002),
暗記型方略 (村山, 2005, 2006), 暗記・反復方














































高校生 村上 (1981) に加え, 既習材





暗唱方略 黙読で覚える方略 教示 聴覚障害の
高校生
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Suggestions for Psychological Experiments
in the Effects of Recitation
FUKUDA Yuki
Abstract
Recitation comes to be more important in classroom nowadays. However, there is the contro-
versy as to whether the method of teaching with recitation has effects for reading compre-
hensions from Meiji Period until now. This paper tried to suggest for psychological experiments
in the effects of recitation to resolve this controversy. Summarized as follows; we need have
empirical approaches to recitation with viewpoints of the aspects of comprehension processes,
e. g., early phase of learning vs. late one, recall of words vs. texts and so on. Second the research
about the set tell us that we could use instruction toward recitation to control factors.
Keywords : recitation, set, experiment
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